
 

  

 

北海道教育委員会の「学校力向上に関する総合実践事業」の指定を受け、今年度で４年目となり

ます。子どもたちの学力・体力・生活力などに関する包括的な取組を行います。 

 

 【事業の内容：取り組みの概要】  

１教育課程・指導方法等 

 学力向上プランの作成と到達目標の設定 全校で統一したスタンダードの徹底 他 

２地域・家庭との連携 

 生活リズムチェックシートの積極的な活用 ふるさと江差発見学習の充実 他 

３人材育成・近隣校との連携 

 管理職による日常的な授業参観や指導助言 若手教員向けのテーマ別研修の実施 他 

４学校マネジメント・その他 

 管内規模の公開研究会の開催（７月１日） 外部からの指導助言の充実 他 

 

 そこで今年度の学校経営の重点目標としては、「学

び合い高め合う南小の子」を提示しました。子どもた

ちの健やかな成長のために欠かせない内容は、たく

さんあります。図１にある要素が機能的に結びつき、

教育活動が展開されていくことで、優れた結果を残

すことにつながるものと考えます。 

さらに日頃の積み重ねが重要であることから、具

体的な取組として、「発達の段階を踏まえた全学級に

おける学習規律・生活規律の統一及び徹底」を推進し

ます。６年間の成長を見据え、学習・生活のスタンダ

ードを定めた取組（図２、図３）を継続しますが、子

どもたちにも定期的に自己評価させながら、しっかり定着させ、習慣化するよう努めて参ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 子どもたちの健やかな成長に向けて、われわれ教職員も１時間１時間の授業を大切にするため、

授業中に心がけるべき大事なことを守り、真摯に子どもたちと向き合いたいと考え、改めて指導力

の向上に力を尽くす決意です。『２１世紀に生きる力』を子どもたちにつけさせるため、今後とも

保護者、地域の皆様のご理解とご協力をお願いいたします。 
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